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4.2. 事後調査の結果 

4.2.1. 騒音 

騒音について、工事の実施による影響（工事用車両の走行による騒音影響）を把握するため

に調査を実施した。 

 

(1) 調査項目 

・等価騒音レベル 

・交通量（工事用車両を別途観測） 

 

(2) 調査地点 

図 4.2.1-2に示す対象事業実施区域及びその周辺の 8地点とした。 

 

(3) 調査時期・頻度 

調査は工事用車両の台数が最大となる時期に 1回実施した。調査時期を表 4.2.1-1に示す。 

 

表 4.2.1-1 調査時期 

調査項目 調査日 調査時間 天候 

騒音 

 

・等価騒音レベル 

・交通量（工事用 

 車両を別途観測） 

2020 年 10月 7日 0:00～24:00 晴れのち雨 

 

 

(4) 調査方法 

「騒音に係る環境基準について」（平成 10年、環境庁告示第 64 号）等に準拠して調査を行

った。 

調査項目及び分析方法等を表 4.2.1-2に示す。なお、交通量調査では、工事用車両として運

搬に使用されるダンプトラック（図 4.2.1-1）を対象に観測を行った。なお、工事用車両の走

行は、地点 7、9～10の 3地点で見られた。 

 

表 4.2.1-2 調査項目及び分析方法等 

調査項目 分析方法等 

等価騒音レベル 
交通量（工事用車両を別途観測） 

「騒音に係る環境基準について」（平成 10
年、環境庁告示第 64号） 

 

 
図 4.2.1-1 工事用車両 

  



 

4-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2.1-2 騒音調査地点位置（工事用車両の走行による騒音影響） 
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(5) 調査結果 

1) 等価騒音レベル 

道路交通騒音の現地調査結果を表 4.2.1-3に示す。 

対象事業実施区域周辺は「騒音に係る環境基準について」(平成 10年、環境庁告示第 64号)

に基く類型指定は行われていないため、参考として道路に面する地域（幹線交通を担う道路に

近接する空間）の基準値を併記した。 

工事用車両の走行を確認した 3地点（7.下之川地区①、9.下之川バイパス①、10.下之川バ

イパス②）の現況の等価騒音レベルは昼間 56～57dB、夜間 45～48dBであり、参考として示し

た基準値及び評価書調査時の予測値を下回っていた。 
 

表 4.2.1-3 道路交通騒音の現地調査結果 
単位：dB 

調査地点 時期 時間帯 

等価騒音 

レベル 

時間率騒音レベル 環境 

基準 

注 4) 

90％レンジ 
中央値 

上端値 下端値 

LAeq LA5 LA95 LA50 LAeq 

1.竹原地区① 

事前 
昼間 66 73 40 53 70以下 

夜間 57 54 39 40 65以下 

予測 昼間 67 - - - 70以下 

事後 
昼間 68 75 43 53 70以下 

夜間 57 56 43 42 65以下 

2.竹原地区② 

事前 
昼間 59 59 35 38 70以下 

夜間 46 40 35 36 65以下 

予測 昼間 63 - - - 70以下 

事後 
昼間 61 63 38 45 70以下 

夜間 48 53 39 41 65以下 

5.下多気地区 

事前 
昼間 57 53 43 43 70以下 

夜間 48 45 43 43 65以下 

予測 昼間 61 - - - 70以下 

事後 
昼間 55 53 45 46 70以下 

夜間 49 54 45 46 65以下 

6.多気診療所 

事前 
昼間 56 55 39 41 70以下 

夜間 44 41 38 38 65以下 

予測 昼間 59 - - - 70以下 

事後 
昼間 60 58 40 44 70以下 

夜間 48 54 41 42 65以下 

7.下之川地区 

 ① 

予測 昼間 65 - - - 70 以下 

事後 
昼間 56 58 36 42 70 以下 

夜間 45 51 38 37 65 以下 

8.下之川地区 

 ② 

予測 昼間 62 - - - 70以下 

事後 
昼間 54 54 47 48 70以下 

夜間 50 55 47 48 65以下 

9.下之川バイ 

パス① 

予測 昼間 62 - - - 70 以下 

事後 
昼間 57 60 39 42 70 以下 

夜間 48 53 38 40 65 以下 

10.下之川バイ 

パス② 

予測 昼間 63 - - - 70 以下 

事後 
昼間 56 57 35 40 70 以下 

夜間 47 52 35 37 65 以下 

注 1）昼間時間帯：6～22 時、夜間：22時～6時 

注 2）昼間平均、夜間平均は以下のとおりである。 

等価騒音レベル：エネルギー平均値、時間率騒音レベル：算術平均値 

注 3）調査期間（1 日 24時間連続） 

事後：2020 年 10 月 7 日、事前：2010 年 11月 17 日～11 月 18日 

注 4）対象事業実施区域周辺は騒音の環境基準の類型指定は行われていないため、参考として「騒音に係る環境基準について」(平

成 10 年、環境庁告示第 64号)に示された道路に面する地域（幹線交通を担う道路に近接する空間）の基準値を記載した。 

注 5）予測値の出典：「津市新最終処分場等施設整備に係る環境影響評価書」（平成 25 年 3月 津市） 

注 6）網掛けは、工事用車両の走行を確認した地点を示す。 
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2) 交通量（工事用車両を別途観測） 

道路交通量及び工事用車両の現地調査結果を表 4.2.1-4、表 4.2.1-5及び図 4.2.1-3に示

す。 

工事用車両の走行を確認した（7.下之川地区①、9.下之川バイパス①、10.下之川バイパス

②）の現況交通量は 473～490台/日、工事用車両の交通量は 38台/日、工事用車両の混入率

は、8.5～8.7％（昼間）であった。 

工事用車両の交通量を時間単位でみると、各地点とも 9～12時、14～16時に多く、平均する

と 6台/時であった。 

 

表 4.2.1-4（1） 道路交通量の現地調査結果 

調査地点 道路名称 
時

期 
区分 

交通量（台）※上下計 工事用車両 

混入率 

（％） 

大型車 

混入率 

（％） 大型車 小型車 合計 

1.竹原地区① 
主要地方道 

久居美杉線 

事

前 

昼間(7～19時)計 368 3,760 4,128 - 8.9 

夜間(19～7時)計 34 697 731 - 4.7 

24時間計 402 4,457 4,859 - 8.3 

ピーク時間(7～8時) 26 497 523 - 5.0 

事

後 

昼間(7～19時)計 251 2,992 3,243 0.0 7.7 

夜間(19～7時)計 17 443 460 0.0 3.7 

24時間計 268 3,435 3,703 0.0 7.2 

ピーク時間(7～8時) 15 340 355 0.0 4.2 

2.竹原地区② 
主要地方道 

松阪青山線 

事

前 

昼間(7～19時)計 134 655 789 - 17.0 

夜間(19～7時)計 6 103 109 - 5.5 

24時間計 140 758 898 - 15.6 

ピーク時間(14～15時) 25 71 96 - 26.0 

事

後 

昼間(7～19時)計 91 436 527 0.0 17.3 

夜間(19～7時)計 1 42 43 0.0 2.3 

24時間計 92 478 570 0.0 16.1 

ピーク時間(14～15時) 11 16 57 0.0 19.3 

5.下多気地区 
主要地方道 

一志美杉線 

事

前 

昼間(7～19時)計 51 257 308 - 16.6 

夜間(19～7時)計 2 38 40 - 5.0 

24時間計 53 295 348 - 15.2 

ピーク時間(13～14時) 4 32 36 - 11.1 

事

後 

昼間(7～19時)計 20 260 280 0.0 7.1 

夜間(19～7時)計 0 21 21 0.0 0.0  

24時間計 20 281 301 0.0 6.6 

ピーク時間(16～17時) 7 23 30 0.0 23.3 

6.多気診療所 
主要地方道 

嬉野美杉線 

事

前 

昼間(7～19時)計 60 621 681 - 8.8 

夜間(19～7時)計 1 53 54 - 1.9 

24時間計 61 674 735 - 8.3 

ピーク時間(13～14時) 7 72 79 - 8.9 

事

後 

昼間(7～19時)計 43 475 518 0.0 8.3 

夜間(19～7時)計 0 39 39 0.0 0.0  

24時間計 43 514 557 0.0 7.7 

ピーク時間(15～16時) 3 59 62 0.0 12.9 

注 1)調査期間（1日 24時間連続） 

事後：2020年 10月 7日、事前：2010年 11 月 17日～11 月 18日 

※道路交通騒音と同時に測定した。 
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表 4.2.1-4（2） 道路交通量の現地調査結果 

調査地点 道路名称 
時

期 
区分 

交通量（台）※上下計 工事用車両 

混入率 

（％） 

大型車 

混入率 

（％） 大型車 小型車 合計 

7.下之川地区 

 ① 

主要地方道 

一志美杉線 

事

後 

昼間(7～19 時)計 68 367 435 8.7 15.6 

夜間(19～7 時)計 0 38 38 0.0 0.0  

24 時間計 68 405 473 8.0 14.4 

ピーク時間(8～9 時) 3 41 44 4.5 6.8 

ピーク時間(13～14 時) 9 35 44 9.1 20.5 

8.下之川地区 

 ② 

主要地方道 

一志美杉線 

事

後 

昼間(7～19時)計 18 197 215 0.0 8.4 

夜間(19～7時)計 0 26 26 0.0 0.0  

24時間計 18 223 241 0.0 7.5 

ピーク時間(10～11時) 3 20 23 0.0 13.0 

9.下之川 

 バイパス① 

下之川 

バイパス 

事

後 

昼間(7～19 時)計 67 380 447 8.5 15.0 

夜間(19～7 時)計 0 43 43 0.0 0.0  

24 時間計 67 423 490 7.8 13.7 

ピーク時間(8～9 時) 5 43 48 6.3 10.4 

10.下之川 

 バイパス② 

下之川 

バイパス 

事

後 

昼間(7～19 時)計 68 404 472 8.6 14.4 

夜間(19～7 時)計 0 14 14 0.0 0.0 

24 時間計 68 418 486 7.8 14.0 

ピーク時間(7～8 時) 3 42 45 0.0 6.7 

注 1)調査期間（1日 24時間連続） 

事後：2020年 10月 7日 

※道路交通騒音と同時に測定した。 

注 2)網掛けは、工事用車両の走行を確認した地点を示す。 

 

表 4.2.1-5 工事用車両の現地調査結果 

観測時間 
7.下之川地区① 

9.下之川 

 バイパス① 

10.下之川 

 バイパス② 

台数 混入率(%) 台数 混入率(%) 台数 混入率(%) 

7～8 1 2.4  0  0.0  0  0.0  

8～9 2 4.5  3  6.3  3  7.1  

9～10 6 14.6  5  13.2  6  16.2  

10～11 6 14.3  7  16.7  6  13.6  

11～12 6 28.6  6  15.8  6  15.4  

12～13 0 0.0  0  0.0  0  0.0  

13～14 4 9.1  4  11.1  4  10.8  

14～15 5 12.2  5  12.5  5  12.5  

15～16 7 16.3  7  15.6  7  15.9  

16～17 1 2.6  1  2.4  1  2.4  

17～18 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

18～19 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

7～19 38 8.7 38 8.5 38 8.6 

※網掛けは、工事用車両の走行台数の多い時間帯 
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[1.竹原地区①] [2.竹原地区②] 

  
[5.下多気地区] [6.多気診療所] 

  
[7.下之川地区①] [8.下之川地区②] 

  
[9.下之川バイパス①] [10.下之川バイパス②] 

 

図 4.2.1-3 道路交通量の経時変動（2020年 10月 7日） 
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(6) 事後調査の結果の検討 

 検討内容 
事後調査の結果の検討は、評価書における予測値等との比較によって行った。 

 

 検討結果 

① 評価書等との比較 

【工事用車両の走行による騒音影響】 

今年度の事後調査（2020年度事後調査）の結果と評価書における予測値等との比較を表 

4.2.1-6に示す。 

評価書における予測は、工事用車両が走行する昼間を対象に行われており、事後調査結

果のうち、昼間の等価騒音レベルを用いて比較を行った。なお、今年度の事後調査時にお

いては工事用車両が走行した地点は、7.下之川地区①、9.下之川バイパス①、10.下之川バ

イパス②の 3地点である。 

今年度の事後調査の結果、工事用車両が走行した 3地点の等価騒音レベルは、いずれも

予測値を下回っていた。 

 

表 4.2.1-6 騒音調査結果と評価書における予測値等との比較（LAeq：昼間） 

地点 
工事前調査 
の結果 

予測値 
2020 年度 

事後調査結果 
環境基準注 1） 

1.竹原地区① 66 67 68 

70以下 

2.竹原地区② 59 63 61 

5.下多気地区 57 61 55 

6.多気診療所 56 59 60 

7.下之川地区① - 65 56 

8.下之川地区② - 62 54 

9.下之川バイパス① - 62 57 

10.下之川バイパス② - 63 56 

注 1）対象事業実施区域周辺は騒音の環境基準の類型指定は行われていないため、参考として「騒音に係る

環境基準について」(平成 10年、環境庁告示第 64号)に示された道路に面する地域（幹線交通を担う

道路に近接する空間）の基準値を記載した。 

注 2）騒音の予測は、工事用車両が通行する昼間を対象に行われている。 

注 3）下之川地区①・②、下之川バイパス①・②では、工事前調査を実施していない。 

注 4）網掛けは、工事用車両の走行ルート沿いの地点を示す。 

 

 

② 考 察 

【工事用車両の走行による騒音影響】 

本事業では、2016年度より第 1期工事で完成した施設の一部供用を開始しているが、第

2期工事については延期により工事を中断している。ただし、法面保護のため 2019年 12月

にコンクリートの搬入・打設が行われ、本年度は盛土が行われた。これに伴って土砂の運

搬が行われており、工事用車両の台数が最大となる時期に騒音測定を行い、工事影響を把

握した。 

今年度の事後調査では、工事用車両が走行した 3地点の等価騒音レベルは、いずれも予

測値を下回っていた。なお、一部の地点において予測値を上回ったが、それらの地点では

工事用車両の走行は見られなかった。 

以上のことから、工事車両の走行による騒音の影響はほとんどないものと考えられる。 

 

 

 


